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中⼼拠点病院の事業総括

国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター

令和 5年 2⽉ 13⽇ オンライン開催

令和4年度 アレルギー疾患医療全国拠点病院連絡会議



中⼼拠点病院の事業
〜国⽴成育医療研究センター〜

•アレルギー疾患に係る医師に対する研修⽀援事業

•アレルギー疾患患者や家族等に対する相談事業

•アレルギー疾患医療診断等⽀援事業



（A研修）成育アレルギー中⼼拠点セミナーの開催
Ø 毎⽉WEB開催へ（基礎・臨床の隔⽉）

（B研修）⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修
Ø 実地研修参加者に対する、より充実した研修内容を構築

（Total Allergist研修）

（CD研修）専⾨修練研修
Ø 総合アレルギー診療エキスパート育成、臨床研究論⽂・学位

取得のサポート

アレルギー疾患に係る医師に対する
研修⽀援事業



中⼼拠点病院におけるB研修
「⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修プログラム」

【令和4年度の動向】

令和２年3⽉ 全ての研修の受⼊れを中⽌するよう病院⻑通知

令和２年度 受⼊れを再開するもキャンセル等により１施設のみ参加

令和３年度 第６波等の理由により4施設で参加出来ず、10施設が参加

令和4年度（今年度）

通常通り募集開始し14名の医師が参加（うち都道府県拠点病院8施設）

（⻘森、秋⽥、富⼭、⻑野、⼤阪、広島、⼤分、宮崎）



中⼼拠点病院におけるB研修
「⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修プログラム」

新型コロナウイルス感染拡⼤の状況下、
全員が全⽇程を修了された

Day1 Day2 Day3 Day4 Day5 Day6 Day7 Day8 Day9 Day10

⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇ ⽉ ⽇

⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦

8:00 8:00

カンファレンス （センター⻑回診） カンファレンス （センター⻑回診）
（8:30 チーム回

診） （8:30 チーム回診） （8:30 チーム回診） （8:30チーム回診） （8:30チーム回診） （8:30チーム回診）

9:00 9:00

外来⾒学 外来⾒学 外来⾒学

10:00 10:00

アトピー教室* 喘息教室* ⾷物アレルギー教室* 乳児教室* 喘息教室*

（第4週） (第4週)

外来⾒学
11:00 11:00 初診問診

⾷物負荷試験⾒学 食物負荷試験 ⾷物負荷試験 ⾷物負荷試験 ⾷物負荷試験 ⾷物負荷試験
または （１名担当） （2名担当） （2名担当） （2名担当） （2名担当）
外来⾒学 または または

12:00 ＊負荷試験は午後 外来⾒学 12:00 外来⾒学 外来⾒学
外来⾒学 にも実施しています。 外来⾒学

メンターにご確認下さい

13:00 13:00

14:00 14:00

⽪膚テスト 気道過敏性試験など 病棟/レクチャー 皮膚テスト 気道過敏性試験など
⾷物負荷 ⾷物負荷 (第２，４週） ⾷物負荷 ⾷物負荷 （第２，４週） ⾷物負荷
帰宅時診察 帰宅時診察 SLIT教室 帰宅時診察 帰宅時診察 SLIT教室 帰宅時診察

15:00 （第１，３，５週） 15:00 （第１，３，５週） 病棟/レクチャー
病棟/レクチャー 病棟/レクチャー 病棟/レクチャー 病棟/レクチャー
/負荷試験予習 病棟/レクチャー ヒアリング（研修 /負荷試験予習 ヒアリング（研修

ガイダンス（メン
ター） 担当） 病棟/レクチャー 病棟/レクチャー 担当）

16:00 16:00

回診 輪読会 （チーム回診） 病棟カンファレンス ジャーナルクラブ 回診 輪読会 （チーム回診） 病棟カンファレンス ジャーナルクラブ

17:00 回診 17:00 回診

（チーム回診） （チーム回診）

*  教室は 現在、E-learningで実施中

9-17時 研修必須
⽉・⽕・⽊・⾦
疾患別初診

教室参加後に本診

総合アレルギー科⾏事

休憩



動画研修資材

• 研修機会の得られにくい⼿技に関する研修動画
（ダブルブラインド法⾷物経⼝負荷試験、メタコリン吸⼊試験、FPIESコンセンサスガイドライン
解説、蒸しパン作成法）

• 重要度の⾼い研修項⽬に関する研修動画
（⾷物経⼝負荷試験、⽪膚プリックテスト、気管⽀喘息ガイドライン2020解説、
アトピー性⽪膚炎診療の基本、アナフィラキシー診療について、
スペーサー＋pMDIによる吸⼊⼿技の指導法）

• アレルギーセンターJournal Club動画ライブラリー
（トピックスをテーマに、最新情報を
毎週センター医師が詳細に解説）

国⽴成育医療研究センターアレルギーセンター
「⼩児アレルギー診療短期重点型教育研修プログラム」研修動画より

限定付き動画配信により、短期研修参加者は⾃由に閲覧可能。継続的な学習効果を狙います。



研修参加者の背景
研修参加者 所属施設の所在地域

東北地⽅ 関東地⽅ 中部地⽅ 近畿地⽅

中国地⽅ 四国地⽅ 九州地⽅

【東北地⽅】
⻘森県＝1
秋⽥県＝1

【中部地⽅】
⻑野県＝2
⼭梨県＝1
富⼭県＝1

【中国地⽅】
広島県＝1

【関東地⽅】
埼⽟県＝1
東京都＝1

【近畿地⽅】
⼤阪府＝2

【四国地⽅】
⾹川県＝1

【九州地⽅】
⼤分県＝1
宮崎県＝1

3名

7名

3名

1名

研修参加者の年齢

30歳以下 31-35歳 36-40歳 41歳以上
＜専⾨医資格の有無＞
⼩児科専⾨医＝10名（71%）
アレルギー専⾨医＝1名（7%）

拠点病院医師にくわえ⼀般応募として計14名の医師が研修実施

昨年度までと⽐べて、
遠⽅（関東地⽅以外）からの
参加者が増加

※拠点病院関連施設から
の参加者は研修費無料



2A-1 食物アレルギー患者の問診を行い、経口摂取による即時型反応と、それ以外を区別して記録することができる

2A-2 特異的IgE・皮膚テスト・食物負荷試験の検査の精度の違いについて説明できる
2A-3 皮膚プリックテストを実施し、制限解除が可能な食品の選択ができる
2A-4 アレルゲンコンポーネントに基づいた診断ができる

2A-5 食物経口負荷試験（模擬）を行う患者へ、指示書での説明と同意書取得ができる
2A-6 食物経口負荷試験患者への給食オーダー、入院指示簿、処置、投薬準備を行うことができる

2A-7 病棟で負荷試験担当看護師が準備している物品と補助業務内容を認識する
2A-8 1日2～3例の負荷試験症例の予診・食品準備・カルテ記載・病室の物品確認ができる
2A-9 1日2～3例の負荷試験症例の観察、チャート記載、即時反応への対応を行うことができる

2A-10 二重盲検法による食物経口負荷試験の実施を補助することができる
2A-11 即時型反応の可能性が低い食品の摂取継続や制限解除をする場合の、患者への注意事項を挙げることができる

2A-12 即時型反応の可能性が残る食品の摂取継続や制限解除をする場合の、患者への注意事項を挙げることができる
2A-13 食物経口負荷試験の結果が陰性であった食品の除去解除について、方針を提案することができる
2A-14 即時型反応を疑う症状・緊急時薬剤・受診目安を患者・家族に指導できる

2A-15 エピペン® の適応、適切な規格選択、一般的な使用のタイミングについて説明できる
2A-16 エピペン®について、同意文書取得・処方医登録の規定と、保険診療上のコストを理解する

2A-17 エピペン® の使用法の説明ができる
2A-18 アトピー性皮膚炎の診断基準を説明できる
2A-19 アトピー性皮膚炎のバリア機能障害について説明できる

2A-20 アトピー性皮膚炎の重症度評価ができる
2A-21 アトピー性皮膚炎のスキンケア法（石鹸洗浄、軟膏塗布）の指導ができる

2A-22 アトピー性皮膚炎の薬物療法と、起こりうる副作用、副作用を回避する使用方法を説明できる
2A-23 プロアクティブ・寛解維持療法の概念について説明できる
2A-24 アトピー性皮膚炎の悪化因子とその対策について説明できる

2A-25 アレルゲン二重曝露仮説の理論を説明することができる
2A-26 気管支喘息の定義・診断基準・鑑別疾患について説明できる
2A-27 気管支喘息の重症度とコントロール状態を評価できる

2A-28 気管支喘息の悪化因子を挙げられる
2A-29 フローボリューム曲線の測定を正しく行い、呼吸機能検査の結果について患者（保護者）に説明ができる

2A-30 呼気NO測定を正しく行い、結果を患者（保護者）に説明できる
2A-31 気道過敏性検査を行うことができる
2A-32 重症度に応じた気管支喘息の長期管理薬を選択できる

2A-33 （気管支喘息の急性増悪予防のための）環境整備について指導できる
2A-34 患者の年齢に応じた吸入デバイスの選択と、気管支喘息の吸入療法について、患者（保護者）に指導ができる

2A-35 気管支喘息における急性増悪時の対応を患者（保護者）に指導できる
2A-36 舌下免疫療法について、効果、副作用、服用法の説明ができる
2A-37 消化管アレルギーの分類を説明できる

2A-38 消化管アレルギーの診断法や鑑別疾患を説明できる
2A-39 消化管アレルギーの検査（経口負荷試験を含む）について説明できる

2A-40 消化管アレルギーの管理法について説明できる

⾷物アレルギー

アトピー性⽪膚炎

喘息・
アレルギー性⿐炎

研修結果の評価（１）「知識・技能」
研修評価⽅法
Kirkpatrickの4段階評価概念に基づき
・反応 (満⾜度) 評価
・学習 (知識スキル)評価
・⾏動 (実際の⾏動変容) 評価
について参加者により評価

（研修前・終了時・研修6か⽉後）

消化管アレルギー
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知識や技能に関する40の評価項⽬
Pre Post



1 到達⽬標の項⽬数は、研修⽇数に対して適切であった
2 到達⽬標の項⽬は、⾃分のニーズに対して適切であった

3 研修各⽇のスケジュールの量（忙しさ・暇さ）はおしなべて平均化すると適切であった

4 患者向けの教室⾒学は有⽤であった

5 看護指導（患者向け教室での看護指導を含む）の⾒学は有⽤であった

6 病棟における実習（⾷物負荷試験など）の内容は⼗分であった

7 外来における実習（⽣理検査など）の内容は⼗分であった

8 本教育プログラム⽤に作成された教材の内容・量は適切であった

9 ワークシートの使⽤は有⽤であった

10 模擬症例を使っての実演学習は有⽤であった

11 到達⽬標の項⽬毎に担当指導医がつく制度は有⽤であった

12 メンターの機能は有⽤であった

13 ヒアリングの機能は有⽤であった

14 研修参加中の医療スタッフの態度は友好的で質問しやすい雰囲気であった

15 参加に関する事務サポートは適切であった

研修結果の評価（2）「プログラム満⾜度」
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プログラム満⾜度評価

そう思う
ややそう思う
あまりそう思わない
そう思わない



1 到達⽬標の項⽬数は、研修⽇数に対して適切であった
2 到達⽬標の項⽬は、⾃分のニーズに対して適切であった
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8 本教育プログラム⽤に作成された教材の内容・量は適切であった
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14 研修参加中の医療スタッフの態度は友好的で質問しやすい雰囲気であった

15 参加に関する事務サポートは適切であった
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【その他いただいたご感想】
• 期待以上の研修になりました。先⽣⽅の教育に対する熱意がとても⾼く、こちらからの質問
にも気さくに詳しく教えて頂きました。

• 外来⾒学が⼀番勉強になり、新たな知識を根拠とともに熟練した先⽣⽅から次々と聞ける機
会はこのような研修でしかないと思いました。

• アレルギー疾患の診断や治療、具体的な指導法について学ぶことができました。⾃宅でも実
践できるように丁寧で具体的な指導を⾏い、患者背景を考えながら個々の増悪因⼦それぞれ
に対応していた先⽣⽅の姿が印象的でした。

• 基本的なことから最新の動向について系統的講義も多数してくださり、⼤変勉強になりまし
た。2週間とは思えないほど密度の濃い有意義な時間を過ごさせていただいたと感じます。

• ⼊院・外来患者の管理・⽅針決定などについて⼤変勉強になり、早速⽇常診療で活⽤してい
きたいと感じることが多くありました。

• 研修が進むにつれてもっといろいろなことが知りたくなり、あれもこれも教えていただきた
いことばかりでしたが、10⽇間があっという間に終わってしまいました。
など



その他の研修事業（A研修①）
第27回成育アレルギー臨床懇話会

令和4年8⽉25⽇（⽊）
Zoomウェビナーによる
ライブ配信

特別講演︓

国⽴成育医療研究センター ⻭科医⻑
五⼗川伸崇 先⽣

国⽴病院機構相模原病院 臨床研究センター センター⻑
海⽼澤 元宏 先⽣

※東京都アレルギー疾患医療拠点病院として開催



その他の研修事業（A研修②）
成育アレルギー中⼼拠点病院

オンラインセミナー

4/21（⽊） アレルギー臨床勉強会 「薬剤アレルギー 最近の話題と診療のコツ」
国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター 樺島重徳/平井聖⼦

5/19（⽊） 免疫アレルギーTerakoya勉強会 「IgE抗体とアレルギー」
国⽴成育医療研究センター 免疫アレルギー・感染研究部 森⽥英明

6/16（⽊） アレルギー臨床勉強会 「アレルギー疾患のリスク・予防」
国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター ⼭本貴和⼦/齋藤⿇耶⼦

7/14（⽊） 免疫アレルギーTerakoya勉強会 「基礎から理解する好酸球性消化管疾患」
国⽴成育医療研究センター 好酸球性消化管疾患研究室 野村伊知郎

8/25（⽊） 「第27回 成育アレルギー臨床懇話会」
第1部 「⻭科治療とアナフィラキシー」

国⽴成育医療研究センター ⼩児外科系専⾨診療部 ⻭科 五⼗川伸崇
第2部 「⾷物アレルギー診療ガイドラインの臨床現場での活⽤⽅法」

国⽴病院機構相模原病院 臨床研究センター 海⽼澤元宏

9/8（⽊） 免疫アレルギーTerakoya勉強会 「免疫から⾒たCOVID-19 Update」
国⽴成育医療研究センター 免疫アレルギー・感染研究部 松本健治

10/27（⽊）アレルギー臨床勉強会 「⾷物蛋⽩誘発胃腸症 最近の話題 負荷試験の⽅法」
国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター 佐藤未織/豊國賢治

11/17（⽊）免疫アレルギーTerakoya勉強会 「抗原特異的免疫療法のメカニズムと免疫寛容」
国⽴成育医療研究センター 免疫アレルギー・感染研究部 森⽥英明

12/22（⽊）アレルギー臨床勉強会 「⾮専⾨医でもわかる⾷物アレルギー検査の解釈と介⼊⽅法」
国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター 福家⾠樹/⽯川史

1/19（⽊） 免疫アレルギーTerakoya勉強会 「基礎から理解する新⽣児‐乳児消化管アレルギー」
国⽴成育医療研究センター 好酸球性消化管疾患研究室 野村伊知郎

2/16（⽊） アレルギー臨床勉強会 「⾏動医学によるアレルギー診療」
国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター ⼤⽮幸弘

3/9（⽊） 免疫アレルギーTerakoya勉強会「⾃然免疫系とアレルギー」
国⽴成育医療研究センター 免疫アレルギー・感染研究部 松本健治

⽉1回開催
臨床分野と基礎分野が隔⽇で担当
• 臨床（アレルギー臨床勉強会）

担当︓国⽴成育医療研究センター アレルギーセンター
• 基礎（免疫アレルギーTerakoya勉強会）

担当︓国⽴成育医療研究センター 免疫アレルギー研究部



その他の研修事業（A研修②）
成育アレルギー中⼼拠点病院

オンラインセミナー

0% 20% 40% 60% 80% 100%

薬剤アレルギー 最近の話題と診療のコツ

IgE 抗体とアレルギー

アレルギー疾患のリスク・予防

基礎から理解する好酸球性消化管疾患

免疫から⾒た COVID-19 Update

⾷物蛋⽩誘発胃腸症 最近の話題 負荷試験の⽅法

抗原特異的免疫療法のメカニズムと免疫寛容

⾮専⾨医でもわかる⾷物アレルギー検査の解釈と介⼊⽅法

基礎から理解する新⽣児-乳児消化管アレルギー

とても悪かった 悪かった 普通 良かった とても良かった

参加⼈数

266
243
305
259
371
213
313
215
225
270



マタニティオンライン教室
妊娠中から正しいアレルギーに関する正しい知識を学び、
お⼦さんのアレルギー疾患発症予防や早期発⾒に役⽴てる
ためのオンライン教室を開催しています。



マタニティオンライン教室
妊娠中から正しいアレルギーに関する正しい知識を学び、
お⼦さんのアレルギー疾患発症予防や早期発⾒に役⽴てる
ためのオンライン教室を開催しています。

Inuzuka Y, Yamamoto-Hanada K, Ohya Y, et al. Dissemination of atopic dermatitis and food allergy information 
to pregnant women in an online childbirth preparation class. J Allergy Clin Immunol Global 1, 2022, 24-26.



アレルギー疾患電話相談事業
【概要】
• アレルギー疾患に係る患者・家族からの電話相談事業
• 医師による、週2回、1回1時間の電話相談
• 相談時間は1回につき15分以内とする

ü専⽤電話回線を設置
ü通話内容は当センター「通話記録運⽤規程」に従い録⾳
ü相談内容は当センター「個⼈情報及び特定個⼈情報の保護
に関する規定」に基づき記録、保管（専⽤ソフト開発︓情報
管理部）



電話相談事業 2022年の実績
期間︓2022年1⽉1⽇〜12⽉31⽇の12か⽉間
相談件数︓約 160 件

相談者の背景
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電話相談事業 2022年の実績
期間︓2022年1⽉1⽇〜12⽉31⽇の12か⽉間
相談件数︓約 160 件

相談結果
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本年度事業のまとめ

「アレルギー疾患対策の推進に関する基本的な指針の⼀部を改正する件について」（健発0314第2号令和4年3⽉14⽇）
厚⽣労働省健康局がん・疾病対策課 2021年度「アレルギー疾患対策の取組の現状」

• アレルギー疾患に係る医師に対する研修
⽀援事業を通常再開

• A研修を拡充、毎⽉オンライン開催
• 令和３年度基本指針改正に伴い、

üマタニティオンライン教室を活⽤した、
「出⽣前から」保護者等への適切な情報提
供への取組み

üアレルギー疾患医療提供体制に関わる医療
従事者としての「⻭科医師」を対象とした
研修を開催



国⽴成育医療研究センター
アレルギーセンター

⼩児アレルギー診療短期重点型
教育研修プログラム

2023年度 研修 3⽉募集開始予定

⼩児診療医のための10⽇間実践研修

最新の知⾒に基づく充実したプログラムをご⽤意し
アレルギー診療における質の向上をめざす

熱意あふれる先⽣⽅のご参加をお待ちしています

研修期間 10⽇間 （⼟⽇を除く2週間）
応募期間 2023年3⽉〜募集開始予定
実施期間 2023年6⽉〜2024年3⽉

さまざまな⾷物経⼝負荷試験
乳児期から始める患者指導
診断に迷った時の⽣理機能検査の実際

研修内容
＊ 国⽴成育医療研究センターアレル
ギーセンター公式ホームページ
（医療従事者向け）にて詳細を
ご確認ください

(右は2022年度現在）


